






































































































































































・ 道路 ・川の近く • 浜辺 •海の中・公園 ・ 和歌山城
• 山・ 庭









3. 2. 4. 石を求めて




































• 石でお絵書き • お菓子屋さん ・ 形づくり























































0石楽器 • 石によって音が違う。 ドレミファソラシド
ができた。床に置いた石を別の石で叩くのと，手で持
って叩くのとで音が違う。
0遊園地 • 石でジェットコースターを作って，コーヌ
に石を転がした。はみ出さないようにコースをみんな
で作りかえた。転がす石は丸くて小さいのがいい。
このように，遊びを通して気付いた石の特性を，遊
びの中にどう生かしたのかを全体に広げた。
4 授業の考察
五感を作った石遊び（味覚はないが）を通して，
石の特徴である硬さ，色形「割れる」「書ける」な
どに気付くことができた。また，気付いた石の特徴を
生かして遊ぶことができた。
紀伊風土記の丘で体験したまが玉作りから，「ふつう
の石も磨けば光るのか」という問いが生まれ， この授
業の後お気に入りの石を，まが玉作りの要領で，削
り磨いた。まが玉作り用の石はろう石というとても柔
らかい石を使っているため，短時間での加工が容易だ
が，川原で拾ってきた石は硬く，全面を削るのは，難
しかったため，一部を削り磨くことにした。飽きるこ
となく磨き，川原に転がっている石も磨けば光ること
が分かった。
｀ ” 
図5 磨くと光る石
また，化石も石だという話題になり，恐竜博見学や，
諏占土で化石のレプリカ作りなどに広がり，そこには，
学び続ける子どもの姿があった。
5 成果と課題
石を使った遊びには，石の特性を生かしたものが多
く，子どもたちは自然に気付き，生かしていた。ビー
玉遊びでは，大きい石よりも小さい石の方がねらいを
定めやすく，転がりやすいことに気付いた。石積みで
は，下は大きく四角い石や平らな石がよく，上になる
にしたがって石の大きさを小さくしていくと高く積め
ることに気付いた。
また，別のコーナーで発見した特性を，ほかのコー
ナーで試している子どももいた。
このように，友達が考えた石遊びを体験することで，
一人では気付かないことに気付き，新たな興味をかき
立てられた子どももいた。
いつも恐竜ばかり作っていたA児は，お絵書きコー
ナーで石と石をこすり合わせると石に絵が書けること
や，石の色と書いた時の色が違うことに気付き，何度
も試していた。
家庭でも，海辺や川辺に出かけて，宝物の石を拾っ
たり，拾った石を磨いたり，また石に絵を描いてオプ
ジェにしたりと，活動は広がった。
しかし， 子どもたちの遊びの中に石が定着したかと
いうとそうではない。あくまでも学習対象であったに
すぎない。
参考文献
『シリー ズ・自然だいすき』 地学団体研究会編大月書店
『かわらの;J名の図鑑』 千菓とき子・斎藤靖二著東海大学出版会
『たくさんのふしぎ傑作集 土の色ってどんな色？』 栗田宏ー著
福音館書店
文部科学省(2008)[小学校学習指導要領fq靴兌生活編］文部科学省
教育団版(2009)「子どもの姿に学ぶ敦茄「学ぶ意欲」と「教育的輝閉」」
鹿毛雅治
-87-
